
○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

単位：百万円

平成21年度は、中小事業者の負担軽減のための助成を行うためのPCB廃棄物処理基金として2,000百万円の造成を
行った。

平成13年度

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

通常の廃棄物に比べ高額の処理費用を要するPCB廃棄物について、処理費用負担能力の小さい中小企業の保管す
るPCB廃棄物の処理に係る費用負担を軽減するための助成を行うことを目的として、独立行政法人環境再生保全機構
法及びPCB廃棄物処理基本計画に基づき、国及び都道府県が協調して補助金によるPCB廃棄物処理基金を独立行
政法人環境再生保全機構に造成する。

処理費用負担能力の小さい中小企業者のPCB廃棄物処理に係る費用負担を軽減するための助成を行い、PCB廃棄
物の早期処理を促進する。

廃棄物・リサイクル対策部

一般会計

担当部局庁

廃棄物・リサイクル対策の推進

執行率 100% 100% 100%

補
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事業番号 １４２

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始
年度

ＰＣＢ廃棄物対策推進費補助金

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地
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算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

○PCB廃棄物の保管状況及び処理状況の推移等も踏まえつつ、必要助成見通し及びPCB廃棄物処理推進策等を随
時検討し、必要に応じて平成23年度以降の造成計画及び予算要求に適宜反映させる。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

2,000 2,000

19年度 20年度 21年度

執行額 2,000

予算額(補正後） 2,000

22年度 23年度要求

総事業費(執行ベース)

関係する計
画、通知等

独立行政法人環境再生保全機構法
第10条第１項第５号

PCB廃棄物処理基本計画

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

担当課室 産業廃棄物課

上位政策

産業廃棄物課長
坂川　勉

0 0 0

2,000

2,000 2,000

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

交付要綱に基づき独立法人環境保全再生機構から提出される交付申請内容について審査した上で交付決定を行うと
ともに、実績報告について審査の上交付額を確定しており、事業実施状況の把握は適切に行っている。



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

環境省

2,000百万円

・独立行政法人環境再生保全機構及びPCB廃棄

A.独立行政法人環境再生保全機構

2,000百万円

・補助金のPCB廃棄物処理基金としての造成

・中小企業者のPCB廃棄物処理に係る費用負担

軽減

【補 助】



費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目

A.独立行政法人環境保全再生機構 E.

使　途
金　額
(百万円）

その他 PCB廃棄物処理基金の造成 2,000

計

費　目 使　途
金　額
(百万円）

0計 2,000

B. F.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 0 計

C. G.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途

0計 0 計


